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Ⅰ 一般学力検査結果の概要 

 令和２年３月５日（木）・６日（金）に実施した令和２年度広島県公立高等学校入学者選

抜における一般学力検査について，その概要を取りまとめたので，今後の学習指導の参考と

してください。 

１ 出題について 

 一般学力検査問題の出題に当たっては，中学校学習指導要領に示された各教科の目標

に基づき，分野・領域のバランスに留意するとともに，基礎的・基本的な内容を中心に

出題した。また，総合問題や記述問題などを取り入れることによって，思考力・判断力

・表現力などをみるよう配慮した。

出題の大問数等については，次のとおりである。なお，英語においては，例年どおり

実音聴取による問題を出題した。 

各教科における設問数 

内容 国語 社会 数学 理科 英語 合計 

大問数 ４ ４ ６ ４ ４ 22 

設問数 21 24 18 30 25 118 

選択問題 ５ ４ ２ 10 13 34 

記述問題等 16 20 16 20 12 84 

    ＊ 記述問題等には，漢字の書き取りや選択した理由を併せて記述する設問を含めている。 

２ 検査結果の概要について  

  各教科の平均点，標準偏差及び得点分布については，次のとおりであった。 

各教科（50点満点）の平均点 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 ５教科平均

令和２年度 26.5 22.0 28.2 28.6 23.9 25.8 

平成31年度 23.6 21.6 21.0 23.3 21.3 22.2 

各教科（50点満点）の標準偏差 

教科 国語 社会 数学 理科 英語 

令和２年度 8.4 10.1 12.2 12.5 10.4 

平成31年度 8.6 10.4 10.9 11.4 11.0 
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（各教科の得点分布） 

 

 

 

 

  

 

 

５教科合計の平均点は昨年と比べて上昇した。得点分布の状況を示すグラフの全体

の形はやや右寄りの山形で，30％以下の得点層に属する受検者は少なくない。 

各教科の得点分布を比較すると，国語では全体の形はやや右寄りではあるが，中央

が高くなった山形となっており，応用的な問題に十分に対応できていない受検者が多

いと考えられる。社会及び英語では，なだらかな山形となっており，基礎的・基本的

な学習内容の定着が不十分な受検者が多くいると考えられる。数学及び理科では全体

の形が右寄りの山形になっており，基礎的・基本的な学習内容が定着している受検者
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が多くいると考えられる。 

教科別にみると，国語については，昨年と比べて平均点は上昇し，60％を超える得

点層に属する受検者が増加した。一方，30％以下の得点層に属する受検者は減少した

ものの，全体の11.4％と少なくない。今後学習を進めていく上での基盤となる「漢字

の読み」と「漢字の書き取り」についての正答率はそれぞれ94.9％，85.0％と高い。

また，分野・領域別にみると，文学的な文章についての正答率が低い傾向がみられる。

特に，論の展開に即して要旨を的確に捉え，それを適切に表現する力に課題があると

考えられる。 

社会については，昨年と比べて平均点はやや上昇した。30％以下の得点層に属する

受検者は全体の 27.1％と多かった。分野・領域別にみると，歴史についての正答率が

低い傾向がみられる。また，地理的事象について，地図・資料を読み取って考察し，

それを表現する力に課題があると考えられる。 

数学については，昨年と比べて平均点は上昇し，60％を越える得点層に属する受検

者が大幅に増加した。一方，30％以下の得点層に属する受検者は大幅に減少したもの

の，全体の 18.8％と少なくない。今後学習を進めていく上での基盤となる「簡単な数

・式の計算」については正答率の平均は 80.9％と高いものの，数の性質を発展させ，

新たな性質を見いだす力には課題があると考えられる。また，分野・領域別にみると，

関数についての正答率が低い傾向がみられる。 

理科については，昨年と比べて平均点は上昇し，60％を越える得点層に属する受検

者が大幅に増加した。一方，30％以下の得点層に属する受検者は減少したものの，全

体の 19.3％と少なくない。また，分野・領域別にみると，物理についての正答率が低

い傾向がみられる。特に，運動している物体に働く力について，摩擦力や慣性の法則

を基に考察する力に課題があると考えられる。 

英語については，昨年と比べて平均点は上昇した。30％以下の得点層に属する受検

者は減少したものの，全体の23.9％と多かった。分野・領域別にみると，日常生活の

場面において，表現内容を工夫してコミュニケーションを行うことについて正答率が

低い傾向がみられる。また，文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが

読み手に正しく伝わるように英文を書く力に課題があると考えられる。 

５教科に共通した課題としては，日常生活などを想定した課題解決の場面で，資料

等から読み取った情報を，既習の知識や学習内容等と関連付けて考察し，自分の考え

をもったり判断をしたりして，その過程や結果を表現することが十分にできていない

点が挙げられる。 

 この点を改善するためには，まず，日常生活や自然・社会における事象の考察，ま

た，コミュニケーションの場面などにおいて，目的や状況等に応じて判断したり表現

したりするのに適当な課題を設定することが重要である。そして，その課題を解決す

- 3 -



る過程において，精査した情報を基に自分の考えを形成して文章や発話によって表現

し，さらに，お互いの考えを適切に伝え合って多様な考えを理解したり，集団として

の考えを形成したりして，自分の考えを広げたり深めたりすることが重要である。こ

の学習指導を行う際に大切なのは，それぞれの教科の特質に応じた見方・考え方を働

かせて思考・判断させていくことである。新学習指導要領を見据える広島版「学びの

変革」アクション・プランにおける「主体的な学び」が目指すのは，各教科等の内容

についての本質的な理解である。そのためには，習得・活用・探究の過程の中で，各

教科における見方・考え方を働かせる学びを設定するとともに，教科等横断的な視点

を取り入れた指導を行うことで，深い学びにつなげていくことが重要である。 

また，高等学校においても，各教科・科目の系統性を理解した上で，義務教育段階

の指導状況や生徒の発達段階，生徒の言語能力を踏まえ，授業の構成や指導の在り方

を工夫・改善していく必要がある。 
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Ⅱ 各教科の出題のねらい及び正答率と指導のポイント 

 

国  語 

 

１ 出題のねらい及び正答率  

 

現代文（文学的な文章，説明的な文章），古典及び様々な形態の文 章 に よ

って，平素の学習で身に付けた基礎的・基本的な表現力や理解力，また思考力や想像

力などをみるように努めた。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

 一は，文学的な文章について，想像力などを働かせて，場面や人物の心情などを的

確に捉え，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 漢字を正しく書くことができる。（① 74.3％，② 91.1％，③ 89.6％） 

  ２  文脈に即して人物の心情を的確に捉え，それを適切に表現することができる。

（32.0％） 

 ３ 文脈に即して場面を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（24.0

％） 

  ４ 描写を踏まえて人物像を捉え，それを適切に表現することができる。（25.2％） 

 ５ 話の展開に即して，語句や描写の意味を的確に捉えるとともに，人物の言動の

意味を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（（１） 53.4％，（２）

3.3％）  

   

 二は，説明的な文章について，思考力などを働かせて，文章の論理的な構成や展開

などを的確に捉え，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

  １ 漢字を正しく読むことができる。（① 96.0％，② 90.4％，③ 98.3％） 

２ 論の展開に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（1

8.9％） 

３ 熟語の構成について理解している。（77.1％） 

  ４ 接続の言葉の働きについて理解している。（84.8％） 

  ５ 論の展開に即して要旨を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（3.

2％） 
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三は，古典について，基礎的事項の理解，文章の内容などを的確に捉え，またそれ

を適切に表現する力をみる問題である。 

 １ 文章の展開に即して内容を的確に捉えることができる。（78.7％） 

 ２ 文脈に即して内容を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（51.3

％） 

３ 歴史的仮名遣いについて理解している。（89.6％） 

  ４ 目的に応じて文章の内容を的確に捉えるとともに，文章に表れているものの見

方や考え方を的確に捉え，それを適切に表現することができる。（Ⅰ 88.2％，

Ⅱ 14.7％）  

  

四は，様々な形態の文章について，思考力や想像力などを働かせて，自分の考えを

まとめ，またそれを適切に表現するなどの力をみる問題である。 

目的に応じて文章を読み，根拠を明確にして自分の考えをまとめて文章を構成し，

それを適切に表現することができる。（9.6％） 

 

※正答率詳細 

国語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

① 74.3 0.0 19.0 6.8

② 91.1 0.0 7.1 1.8

③ 89.6 0.0 5.1 5.3

２ 32.0 27.9 33.9 6.2

３ 24.0 17.3 55.6 3.1

４ 25.2 52.3 11.7 10.8

(1) 53.4 0.0 46.1 0.5

(2) 3.3 11.7 61.0 24.0

① 96.0 0.0 3.1 0.8

② 90.4 0.0 9.0 0.6

③ 98.3 0.0 1.5 0.2

２ 18.9 59.0 18.4 3.8

３ 77.1 0.0 22.4 0.5

４ 84.8 0.0 14.6 0.6

５ 3.2 58.6 22.1 16.1

１ 78.7 0.0 20.8 0.4

２ 51.3 23.2 20.6 4.9

３ 89.6 0.0 7.7 2.7

Ⅰ 88.2 0.0 11.0 0.7

Ⅱ 14.7 9.6 58.6 17.1

四 9.6 71.0 13.6 5.8

問題番号

１

一

二

５

１

三

４

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

正答 部分正答 誤答 無答

 

２ 指導のポイント 

 

 定着に課題がみられた二の５の「論の展開に即して要旨を的確に捉え，それを適切

に表現する問題」では，論の展開に即して要旨を的確に捉え，捉えた要旨と資料の内
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容とを関連付けて適切に表現する力が求められる。そうした力を育成するための学習

指導として，例えば，次のようなことが考えられる。 

① 説明的な文章を扱う教材において「根拠を具体的に挙げながら，書き手の意図

を検討する」という言語活動を設定し，教科書内に取り上げられている説明的な

文章を読ませ，書き手の意図を読み取る上で重要なポイントとなる表現に注目さ

せる。 

② ①で読ませた説明的な文章に関連する他の文章や図表などを，資料として生徒

に提示する。資料を準備する際には，教科書内に取り上げられている説明的な文

章と同じ視点のものだけでなく，視点を変えて書かれているものや，書き手とは

異なる考えのものなど，多様なものを用意する。 

③ 説明的な文章の内容と②で提示した資料の内容を基に，①で注目させた表現に

ついて，まとめた文章を生徒に提示する。その際，説明的な文章の要旨と資料の

内容を踏まえて解釈し，関連付けてまとめたものと，要旨と資料の内容の関連付

けが不十分なものと，要旨と資料の関連付けが全くできていないものの三種類を

用意する。 

 ④ ③で提示したものについて，三種類の中のどれが最も書き手の意図が伝わるよ

うに，説明的な文章の要旨と資料の内容との関連付けができているかを三段階で

評価させ，評価の根拠を分析させる。個人で分析したものをグループで共有し，

さらに分析を重ねていく。グループでの評価と評価の根拠を指導者が集約する。 

⑤ ④で集約した各グループの評価と評価の根拠とを提示し，評価の根拠として挙

げられている内容と自分のグループの分析結果とを見比べ，気付いたことを挙げ

させていく。 

 ⑥ ⑤の活動で挙げられた気付きを参考に，自分の意見を複数の資料の内容と関連

付けてまとめる際の留意点を発表させ，学級内で確認する。 

  

指導に際しては，②から⑥の活動で生徒の思考を深めるためにＩＣＴ機器を活用す

ると効果的であると考えられる。また，⑥の活動では，⑤の活動で行った分析を基に，

自分が意見をまとめる際には，どのように自分の意見と資料とを関連付けたら相手に

適切に伝わるかを意識させることに留意する。 

  

このような学習指導を行うことで，論の展開に即して要旨を的確に捉え，捉えた要

旨と資料の内容とを関連付けて適切に表現する力を育成することができると考えられ

る。 
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 社  会 

  

１ 出題のねらい及び正答率 

 

地理的分野，歴史的分野及び公民的分野の３分野にわたって，基礎的・基本的な知

識・理解，各種の資料を活用して考察し判断する能力及び考察した過程や結果を表現

する能力をみるように努めた。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１  地理的分野 

   茶の生産を素材として取り上げ，地理的事象に関する基礎的・基本的な知識・理

解，地図・資料を読み取って考察し判断する能力及び表現する能力をみる問題であ

る。 

 １ シラス台地について理解している。（67.8％） 

 ２ 農産物の生産における機械化の一般的共通性について理解している。また，農

産物の生産における機械化の地方的特殊性について，地形図を読み取って考察し，

それを表現することができる。（（１） 65.5％，（２） 21.0％） 

 ３ 茶の主な生産地付近の都市について，それらの地球上における位置や気候を地

図・資料を読み取って考察し判断することができる。また，二つの都市の年平均

気温について，標高に伴う気温の変化と関連付けて考察し，それを表現すること

ができる。（（１） 35.4％，（２） 26.1％） 

 ４ ケニアの茶の消費量が，その生産量に対して少ない理由について，ケニアの経

済の特徴と関連付けて考察し，それを表現することができる。（31.7％） 

 

２  歴史的分野 

  税と政治とのかかわりを素材として取り上げ，日本の政治史・外交史・社会史・

経済史上の諸事象に関する基礎的・基本的な知識・理解，資料を読み取って考察す

る能力及び表現する能力をみる問題である。 

 １ 口分田について理解している。また，防人が九州に置かれた理由について，資

料を読み取って考察し，それを表現することができる。（（１） 77.6％，（２） 

50.9％） 

 ２ 土一揆について理解している。（22.3％） 

 ３ 株仲間について，幕府と商工業者のそれぞれの立場の利点を理解している。（Ａ

25.4％，Ｂ 12.5％） 
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 ４ 第 15 回と第 16 回のそれぞれの衆議院議員総選挙において選挙権が与えられた

資格の違いについて，資料を読み取って考察し，それを表現することができる。

（10.1％） 

 ５ 消費税が導入された理由について，資料を読み取って考察し，それを表現する

ことができる。（24.9％） 

 

３  公民的分野 

   裁判と国民とのかかわりを素材として取り上げ，社会的事象に関する基礎的・基

本的な知識・理解，資料を読み取って考察する能力及び表現する能力をみる問題で

ある。 

 １ 裁判官の独立について理解している。また，三審制がとられている理由につい

て理解している。（（１）ａ 33.9％，ｂ 43.9％，（２） 56.3％） 

 ２ 日本国憲法に基づき保障されている被疑者・被告人の権利について理解してい

る。（22.4％） 

３ 裁判員制度導入の成果について，資料を読み取って考察し，それを表現するこ

とができる。また，裁判員制度の課題を解決するための提案について，資料を関

連付けて考察し，それを表現することができる。（（１）記号 78.8％，内容 38.9

％，（２） 39.3％） 

 

４  総合分野 

  地方公共団体の活性化を素材として取り上げ，地理的・歴史的・社会的事象につ

いての総合的な理解，資料を読み取って考察する能力及び表現する能力をみる問題

である。 

 １ 昼夜間人口に差が生じる理由について理解している。（42.6％） 

 ２ 飛脚について理解している。また，中山道などに置かれた宿場が参勤交代によ

って経済的に発展した理由について，資料を読み取って考察し，それを表現する

ことができる。（（１） 15.6％，（２） 28.7％） 

 ３ 中津川市を活性化するための提案について，資料を関連付けて考察し，それを

表現することができる。（10.3％） 
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※正答率詳細 

社会 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

１ 67.8 0.0 27.3 4.9

(1) 65.5 19.4 12.9 2.2

(2) 21.0 7.0 69.5 2.5

(1) 35.4 0.0 64.0 0.6

(2) 26.1 2.6 60.9 10.4

４ 31.7 34.3 25.9 8.2

(1) 77.6 0.0 22.2 0.2

(2) 50.9 11.1 33.1 4.9

２ 22.3 0.0 68.8 8.8

Ａ 25.4 6.3 55.6 12.7

Ｂ 12.5 2.6 72.0 12.9

４ 10.1 14.4 66.4 9.0

５ 24.9 50.2 19.5 5.4

ａ 33.9 0.0 53.4 12.7

ｂ 43.9 0.0 43.6 12.5

(2) 56.3 15.9 23.7 4.1

２ 22.4 0.0 77.1 0.4

記号 78.8 0.0 20.7 0.5

内容 38.9 14.7 36.0 10.4

(2) 39.3 33.6 17.0 10.1

１ 42.6 25.3 26.0 6.1

(1) 15.6 0.0 71.1 13.4

(2) 28.7 40.1 20.2 11.0

３ 10.3 64.2 14.9 10.6

４ ２

１

３

１
(1)

(1)
３

問題番号

1

２

３

２

３

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

正答 部分正答 誤答 無答
 

 

２ 指導のポイント 

 

 定着に課題がみられた１２（２）では，地理的事象について，地図・資料を読み取

って考察し，それを表現する力が求められる。そうした力を育成するために，例えば，

「日本の各地域における特色を農業の比較から考える」というテーマで課題を設定し，

追究させる次のような学習指導が考えられる。 

 ① 日本の各地域で行われている様々な農業について，大規模農業を視点として比

較し，各地域の特色を追究する学習を班に分かれて行わせる。ある班では，茶の

県別生産量の割合を示すグラフを基に，１位の静岡県と２位の鹿児島県を取り上

げ，「二つの県の茶の生産における機械化にはどのような特色があるのか。」と

課題を設定し，機械化の現状に着目して資料を収集する。 

 ② 収集した静岡県と鹿児島県の茶の栽培面積や茶の収穫用の乗用大型機械の導入

面積のデータを表にまとめ，そのデータから機械化の現状を比較する。２位であ

る鹿児島県の乗用大型機械の導入面積の割合が９割を超えているのに対して，１

位の静岡県の割合は６割に満たないことに疑問をもち，「静岡県が鹿児島県より

も乗用大型機械による機械化が進んでいないのはなぜだろう。」という問いを見

いださせる。 

③ この問いに対して，日本の稲作の機械化や，アメリカなどの大型機械による大
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規模農業といった既習知識から，「茶畑の地形の違いが乗用大型機械の導入面積

の割合に影響しているのではないか。」と予想させ，茶畑の地形に着目して目的

意識をもって地形図を読み取らせる。 

④ このように地形図を読み取らせることにより，「鹿児島県よりも静岡県の茶畑

の方が，主に急な斜面に分布しているので，乗用大型機械の導入は難しいのでは

ないか。」と根拠を示しながら説明させ，学級全体で共有する。 

このように，課題を設定して追究する学習を行うことで，地理的事象について，地

図・資料を読み取って考察し，それを表現する力の育成を図ることができると考える。 
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数  学 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

数と式，図形，関数及び資料の活用の各領域において，基礎的・基本的な知識・技

能，数学的な思考力・判断力・表現力をみるように努めた。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 数と式や図形，関数，確率について，基礎的・基本的な知識・技能をみる問題で

ある。 

（１）正の数と負の数の四則計算をすることができる。（92.3％） 

（２）文字を用いた式の四則計算をすることができる。（87.5％） 

（３）因数分解をすることができる。（85.4％） 

（４）平方根を含む式の計算をすることができる。（66.4％） 

（５）二次方程式を解くことができる。（72.9％） 

（６）与えられた投影図を基に，展開図を選ぶことができる。（89.9％） 

（７）式における比例定数の意味を理解している。（57.1％） 

（８）与えられた条件を満たす確率を求めることができる。（74.7％） 

 

２ 数と式や図形，統計について，数学的な思考力・表現力をみる問題である。 

（１）与えられた標本調査の方法を基に，見出し語の総数を推測することができる。

（70.6％） 

（２）与えられた条件を満たす線分を答えることができる。（53.2％） 

（３）方程式を用いて与えられた条件を満たす値を求めることができる。（39.8％） 

 

３ 統計について，日常生活の中で問題を解決する場面での基礎的・基本的な知識・

技能及び数学的な判断力をみる問題である。 

（１）与えられた資料を基に，最頻値を求めることができる。（62.7％） 

（２）人気アトラクションの待ち時間が短くなりそうな曜日がどちらかを，相対度数

を用いて判断することができる。（30.1％） 

 

４ 数と式について，数学的な思考力・表現力をみる問題である。 

（１）事柄が成り立つ理由を，文字式を利用して説明することができる。（46.7％） 

（２）数の性質を発展させ，新たな性質を見いだすことができる。（30.7％） 
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５ 図形について，数学的な思考力・表現力をみる問題である。 

与えられた条件に基づいて図形を考察し，２つの図形が合同であることを証明す

ることができる。（14.2％） 

６ 図形や関数について，基礎的・基本的な知識・技能及び数学的な思考力をみる問

題である。 

（１）与えられた条件を満たす図形の面積を求めることができる。（55.2％）

（２）与えられた条件に基づいて関数のグラフを考察し，直線の傾きを求めることが

できる。（4.4％）

※正答率詳細

数学 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

(1) 92.3 0.0 7.4 0.3

(2) 87.5 0.2 10.8 1.6

(3) 85.4 0.1 10.1 4.4

(4) 66.4 0.0 30.4 3.1

(5) 72.9 1.1 17.6 8.4

(6) 89.9 0.0 10.0 0.1

(7) 57.1 2.8 32.5 7.6

(8) 74.7 0.4 22.2 2.7

(1) 70.6 0.0 28.4 1.0

(2) 53.2 9.7 29.8 7.4

(3) 39.8 22.8 20.7 16.7

(1) 62.7 0.9 33.6 2.8

(2) 30.1 0.5 68.7 0.7

(1) 46.7 19.0 17.2 17.1

(2) 30.7 1.5 42.7 25.1

５ 14.2 47.0 23.0 15.7

(1) 55.2 10.8 23.7 10.3

(2) 4.4 0.4 57.3 37.9

1

２

３

４

６

問題番号

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

正答 部分正答 誤答 無答

２ 指導のポイント 

定着に課題がみられた４（２）では，数の性質を発展させ，新たな性質を見いだす

ことが求められる。このような力を育成するためには，見いだした数の性質を振り返

り，条件をかえたり，逆を考えたりするなど発展的に考える場面を教師が意図的に設

ける必要がある。例えばこの問題を使った次のような学習指導が考えられる。 

① 「連続する４つの整数について，大きい方から１番目の数と大きい方から２番

目の数の積から，小さい方から１番目の数と小さい方から２番目の数の積を引い

たときの差が，その連続する４つの整数の和に等しくなる。」という予想がいつ
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でも成り立つことを文字を用いて説明できることを理解させた後に，連続する４

つの整数について，ほかにも成り立つ性質がないかを考えさせる。 

② まず，個人で考えさせた後に，グループに分かれて自分なりに考えたことを共

有させる。例えば，次のような予想が出てくることが考えられる。 

〔予想Ⅰ〕小さい方から２番目の数と大きい方から１番目の数の積から，小さい

方から１番目の数と大きい方から２番目の数の積を引いたときの差

が，小さい方から１番目の数と大きい方から１番目の数の和に等しく

なる。 

〔予想Ⅱ〕小さい方から２番目の数と大きい方から２番目の数の積から，小さい

方から１番目の数と大きい方から１番目の数の積を引いたときの差

は，いつでも２になる。 

③ ②で出てきた予想についても文字を用いることにより，いつでも成り立つこと

が説明できることを理解させた後に，「いま，みんなが説明してくれた性質は連

続する５つの整数になっても同じことが言えるのだろうか。」と新たな課題を投

げかける。再度，個人で考えさせ，連続する５つの整数であっても，〔予想Ⅰ〕

については４つの整数の場合と同じようにいつでも成り立つこと，〔予想Ⅱ〕に

ついては４つの整数の場合とは異なりその差がいつでも３になることに気付か

せる。このことをペアやグループになって，数学的な表現を用いて，根拠を明ら

かにし筋道立てて説明し伝え合う活動に取り組ませる。 

④ これらの活動を通して，お互いの考えをよりよいものにしたり，一人では気付

くことのできなかった新たなことを見いだしたりする機会が生まれることを実

体験させ，さらに調べてみたいと考えたことをワークシートなどに記述させる。 

 

このような学習指導を通して，数の性質を発展させ，新たな性質を見いだす力を育

成していくことができると考えられる。 
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理  科 

 

１ 出題のねらい及び正答率 

 

第１分野及び第２分野ともに，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力・表

現力及び観察・実験の技能をみるように努めた。 

 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

 

１ 斜面を下る小球の衝突実験を素材として，基礎的・基本的な知識・理解及び科学

的な思考力・表現力をみる問題である。 

１ 重さ及び仕事の量について理解している。（小球の重さ 86.5％，仕事の量 44.1

％） 

２ 運動する物体に働く摩擦力について理解している。（7.4％） 

３ グラフを基に，小球を転がす高さを求めることができる。（54.3％） 

４ 木片の移動距離が小さくなった理由について，小球がもつエネルギーと摩擦力

とを関連付けて考察し，それを表現することができる。（18.1％） 

５ ふりこの運動における力学的エネルギーの変換について考察することができ

る。（62.8％） 

 

２ 地層に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識・理解，科学的な思考力

・表現力及び観察・実験の技能をみる問題である。 

１ れき岩を構成している粒が丸みを帯びている理由について考察し，それを表現

することができる。（66.3％） 

２ 砂岩のつくりについて理解している。（59.7％） 

３ 石灰岩であることを確かめる実験の結果について理解している。（65.5％） 

４ 図を基に，地層ができた後に断層が生じたと考えられる理由について考察する

ことができる。（44.0％） 

５（１）かぎ層について理解している。（Ａ 73.0％，Ｂ 69.0％，Ｃ 40.4％） 

（２）地層を構成する堆積岩の粒の大きさと，その地層ができるときの水深や河

口からの距離との関係について考察することができる。（56.7％） 

 

３ 生物の観察に関する資料を素材として，基礎的・基本的な知識・理解及び科学的

な思考力・表現力をみる問題である。  

１ 軟体動物について理解している。（66.9％） 
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２ 資料を基に，観察した生物がハチュウ類ではない理由について考察し，それを

表現することができる。（45.3％） 

３ セキツイ動物の中で，殻のない卵を生む仲間について理解している。（45.2％） 

４（１）シソチョウの化石に見られるハチュウ類の特徴と鳥類の特徴について理解

している。（84.4％） 

（２）相同器官について理解している。また，相同器官の存在が進化の証拠であ

ることについて考察することができる。（Ｘ・Ｙ 72.3％，Ｚ 73.7％） 

（３）示相化石から当時の環境を推定し，それを表現することができる。（56.9

％） 

４ 化学変化の前後における物質の質量の変化を調べる実験を素材として，基礎的・

基本的な知識・理解及び科学的な思考力・表現力をみる問題である。  

１ 中和について理解している。（73.1％） 

２ 実験により生じた白い沈殿について，化学式からその名称を示すことができる。

また，化学反応式から，塩化ナトリウムが生じることを考察し，化学式で表すこ

とができる。（Ａ 41.4％，Ｂ 63.8％） 

３ 質量保存の法則について理解している。また，その法則が成り立つことについ

て，化学反応式の表し方と関連付けて考察し，それを表現することができる。 

（名称 82.7％，Ｘ・Ｙ 53.7％） 

４ 気体が発生する開いた系の実験において，反応後の容器全体の質量が減少する

理由について考察し，それを表現することができる。（58.2％） 

５  （１）グラフを基に，銅に化合した酸素の質量を求めることができる。（66.7％） 

（２）一定量の銅に化合する酸素の質量には限界があることについて理解してい

る。（59.6％） 

（３）グラフから銅と酸素とが化合するときの質量の比を求め，その比を基に，

銅に化合した酸素の質量を求めることができる。（49.3％） 
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 ※正答率詳細  

理科 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

86.5 0.0 11.6 1.9

44.1 0.0 52.6 3.3

２ 7.4 0.0 92.5 0.1

３ 54.3 0.1 43.3 2.3

４ 18.1 28.7 48.1 5.1

５ 62.8 0.0 37.1 0.1

１ 66.3 12.4 19.2 2.1

２ 59.7 0.0 40.3 0.0

３ 65.5 1.8 28.2 4.5

４ 44.0 0.0 55.9 0.1

Ａ 73.0 0.0 23.7 3.4

Ｂ 69.0 0.0 27.1 3.9

Ｃ 40.4 0.0 55.2 4.4

(2) 56.7 0.0 43.0 0.3

１ 66.9 0.0 33.0 0.2

２ 45.3 3.3 47.5 4.0

３ 45.2 0.0 54.6 0.2

(1) 84.4 0.0 15.3 0.3

Ｘ・Ｙ 72.3 0.6 25.7 1.4

Ｚ 73.7 0.0 25.8 0.5

(3) 56.9 10.4 29.9 2.8

１ 73.1 0.0 22.9 4.0

Ａ 41.4 0.0 53.8 4.9

Ｂ 63.8 0.0 31.7 4.5

名称 82.7 0.0 10.4 6.9

Ｘ・Ｙ 53.7 0.1 39.9 6.3

４ 58.2 4.8 35.6 1.4

(1) 66.7 0.0 32.8 0.5

(2) 59.6 5.8 29.4 5.2

(3) 49.3 0.0 47.2 3.5

小球の重さ

仕事の量

(1)

４

２

３

５

(2)

１

２

３

４

１

５

問題番号
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

正答 部分正答 誤答 無答
 

 

２ 指導のポイント 

 

定着に課題がみられた１２では，運動している物体に働く力を考える際に，摩

擦力が運動の向きと逆向きに働くことや，物体に力が働かないときには運動して

いる物体は等速直線運動を続けるという慣性の法則を理解していることが求めら

れる。そのためには，物体に力が働く運動と働かない運動についての規則性を見

いださせるような学習場面を教師が意図的に設ける必要がある。例えば，次のよ

うな学習指導が考えられる。 

① 図１のように，滑らかな水平面上にある力学台車の両端にばねばかりを１本ず

つ付ける。力学台車を右向きに移動させながら，ばねばかりで右向きの力と左向

きの力を同時に加え続け，力学台車の速さを変化させる実験を行う。 
 

 

 

 

 

図１ 
移動の向き 

力学台車 ばねばかり ばねばかり 
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② 図２のように，右向きに加える力を左向きに加える力より大きくすると力学台

車の速さが大きくなり，図３のように，左向きに加える力を右向きに加える力よ

り大きくすると力学台車の速さが小さくなるという規則性を見いださせる。 

③ 「滑らかな水平面上で，力学台車を右向きに移動させながら等速直線運動させ

るには，左右のばねばかりで加える力の大きさをどのようにすればよいか。」に

ついて考えさせ，図４のように，左右に同じ大きさの力を加え続けるときに等速

直線運動するという規則性を見いださせる。このとき，左右のばねばかりで加え

る２力はつり合っており，水平方向に力が働いていないのと同じであるため，慣

性の法則により，力学台車が等速直線運動することを理解させる。 

④ 摩擦のある水平面上においても，力学台車を右向きに移動させながら，ばねば

かりで左右に同じ大きさの力を加え続けるときの力学台車の速さの変化につい

て，③の結果と比較させながら考察させ，摩擦力が運動の向きと逆向きに働くこ

とによって力学台車の速さが小さくなるという規則性を見いださせる。 

⑤ ②～④により，運動する力学台車に働く力について実感させ，次に，ばねばか

りを付けずに力学台車を運動させる。このとき，滑らかな水平面上では水平方向

には何も力が働かずに等速直線運動し続けること，摩擦のある水平面上では水平

方向には摩擦力のみが運動の向きと逆向きに働くことについて理解させる。 

指導の際には，力学台車の運動の変化の様子について，記録タイマーなどによる測

定結果の考察だけでなく，直接観察したり，録画したビデオ映像で確認したりして，

おおよその傾向を捉えさせ，実感を伴った理解を促すことも考えられる。また，慣性

の法則についての理解を促す際には，力は物体同士の相互作用であることに気付かせ

ることを通して，作用・反作用の働きについて触れることも考えられる。 

このような学習指導を通して，摩擦力が運動の向きと逆向きに働くことや，物

体に力が働かないときには運動している物体は等速直線運動を続けるという慣性

の法則への理解が深められると考えられる。 

図４ 

移動の向き 

図２ 図３ 

移動の向き 移動の向き 
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英  語 

１ 出題のねらい及び正答率 

「聞くこと」,「話すこと」,「読むこと」及び「書くこと」の４領域において，英語

を理解し，英語で表現する能力を総合的にみるように努めた。 

各問題のねらい（以下，（ ）内のパーセントは正答率を示す。） 

１ 英語による放送を聞き，その内容を理解する能力及び自分の考えを表現する能力

をみる問題である。 

Ａ 対話の概要や要点を理解し，質問に対する応答として最も適切な英文や図表を

選ぶことができる。(No.1 96.0％, No.2 80.8％, No.3 22.3％，No.4 82.3％) 

Ｂ 英文の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる

ように英文を書くことができる。(3.3％) 

２ 会話文を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。 

１ 会話文の要点を的確に捉えることができる。(92.6％) 

２ 場面や状況に合った適切な表現を選ぶことができる。(61.5％) 

３ 与えられた語を適切に並べかえることができる。(29.1％) 

４ 会話文の要点を的確に捉えることができる。((1) 66.1％，(2) 74.1％，(3) 67.2

％，(4) 74.6％，(5) 62.0％) 

５ 会話文の内容に基づいて，自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書

くことができる。(13.9％) 

３ 長い文章を読み，その内容について総合的に理解し表現する能力をみる問題であ

る。 

１ 文章の要点を理解し，英語による質問に英語で適切に応答することができる。

((1) 43.2％，(2) 36.0％) 

２ 文章の流れに合った適切な語を考えて書くことができる。(48.2％) 

３ 指示された内容に合った適切な英文を選ぶことができる。(58.5％) 

４ 内容の展開を的確に捉えることができる。(51.5％) 

５ 文章の概要や要点を理解し，本文の内容に合った英文を選ぶことができる。

(29.5％) 
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６ 文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わる

ように英文を書くことができる。((1) 7.7％，(2) 4.5％) 

４ 日常生活の場面において，資料を基に表現内容を工夫してコミュニケーションを 

行う能力をみる問題である。(Ａ 23.9％，Ｂ 17.4％，Ｃ 8.7％) 

※正答率詳細

英語 1 2 3 4

正答 部分正答 誤答 無答

№1 96.0 0.0 4.0 0.0

№2 80.8 0.0 19.2 0.0

№3 22.3 0.0 77.7 0.0

№4 82.3 0.0 17.7 0.0

Ｂ 3.3 35.7 44.6 16.5

１ 92.6 0.0 7.4 0.0

２ 61.5 0.0 38.0 0.5

３ 29.1 1.2 67.8 2.0

(1) 66.1 2.5 18.8 12.7

(2) 74.1 0.0 25.5 0.4

(3) 67.2 0.0 32.4 0.4

(4) 74.6 0.0 25.0 0.4

(5) 62.0 0.0 37.4 0.6

５ 13.9 51.6 21.7 12.9

(1) 43.2 10.5 33.9 12.4

(2) 36.0 23.7 23.6 16.7

２ 48.2 0.6 42.9 8.3

３ 58.5 0.0 41.0 0.5

４ 51.5 0.0 47.8 0.7

５ 29.5 0.0 68.5 2.0

(1) 7.7 10.5 52.8 29.0

(2) 4.5 7.2 53.3 35.0

Ａ 23.9 28.1 37.2 10.8

Ｂ 17.4 36.3 35.5 10.8

Ｃ 8.7 19.4 51.5 20.3

３

４

１

６

４

１

２

Ａ

問題番号

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

正答 部分正答 誤答 無答

２ 指導のポイント 

定着に課題がみられた３６では，文章の概要や要点を理解し，質問に対する自分の

考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力が求められる。そうした力を育成す

るためには，まず書き手の伝えようとすることを正確に読み取らせる指導が必要であ

る。その上で単に内容を理解させるだけでなく，話し手，書き手として主体的に考え

たり判断したりしながら表現させる言語活動を工夫する必要がある。 

そこで，中学校第３学年において，次のような学習指導を例に挙げる。この事例で

は，「日本の祭りの魅力」を題材とした文章を読み，その内容や内容に対する自分の

考えをＡＬＴに説明するという場面を設定している。 

① 読み取りの目的を明らかにし，その後どのような活動を行うのかをあらかじめ

- 20 -



説明しておく。また，事前に手がかりとなる語句や表現をヒントとして与えたり，

身近な祭りに関する質問をしたりする。 

② 文章を読んだ後，要約に必要であると思われる重要な情報を含む英文に下線を

引かせたり，キーワードを抜き出させたりする。 

③ ペアで，聞き手に対して下線を引いた英文や抜き出したキーワードを見ながら

文章を要約して伝えさせる。その後，日本の祭りの魅力に関する自分の考えとそ

の理由を述べさせる。 

④ 相手の発話内容を参考にして，③で話したことに情報を追加させたり，自分の

考えを深化させたりして，ＡＬＴに説明する内容を書かせる。その際，まとまり

のある文章とまとまりのない文章を例示し，それらを比較させることでまとまり

のある文章の構成を確認させておく。 

⑤ ４人程度のグループに分け，それぞれが書いたものを交換させ，文章に関して

英語で質問させたり，コメントを述べさせたりする。 

⑥ 教師や他の生徒から受けたフィードバックを参考に，書いた文章を推敲させ，

ＡＬＴに対して発表を行わせる。ＡＬＴは優れた発表を数点選び，全体で共有す

る。 

 

 実際の指導に当たって留意すべき事項として，次の２点が挙げられる。 

 １点目は，文章の概要や要点を把握させる際には，逐語的な読みから脱却し，意味

のまとまりごとに英文を捉えさせるということである。その際，それぞれの情報の関

係を示す接続詞に注目させながら，文章の流れを理解するためのキーワードを拾わせ

ることが効果的であると考えられる。 

 ２点目は，伝えるべき内容を適切にまとまりよく書かせるための工夫を図ることで

ある。複数の文章を例示してどのような点が優れているかを話し合わせたり，ひな形

を与えたりして，全体の構成を考えて書くよう促すことが考えられる。その際，接続

詞や副詞を使って文と文の順序や相互の関連に注意を払ったり，文と文のつながりを

示す語句を使ったりして英文を書かせることが必要である。 

 

このような言語活動を計画的・系統的に行わせることによって，文章の概要や要点

を理解し，質問に対する自分の考えが読み手に正しく伝わるように英文を書く力を育

成することができると考えられる。 
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Ⅲ　令和２年度学力検査問題，採点基準
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